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決
、
函
南
村
間
宮
の
亜
鉛
鉱

毒
研
究
会
の
訴
え
な
ど
、
壮

烈
で
生
々
し
い
。
明
治
・
大

正
の
鉱
害
小
史
で
も
あ
る
。 

後
に
、
こ
の
鉱
毒
事
件
は

石
油
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
進

出
時
に
語
り
継
が
れ
て
、
三

島
市
民
は
石
油
化
学
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
進
出
を
阻
止
し
た
。 

  

立
な
ど
の
四
大
鉱
害
事
件
が

起
き
た
。
事
件
は
地
方
や
中

央
政
府
を
巻
き
込
み
重
大
な

社
会
・
政
治
問
題
に
発
展
し

た
。
１
８
９
７
（
明
治
30
）

年
、
政
府
は
古
河
鉱
業
に
対

し
鉱
毒
予
防
工
事
命
令
を
下

し
た
が
、
反
面
で
鉱
毒
被
害

を
否
定
し
た
ば
か
り
か
、
１

９
０
０
年
２
月
に
は
被
害
を

訴
え
る
農
民
を
逮
捕
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。 

同
年
３
月
、
治
安
警
察
法

を
公
布
し
て
、
農
民
運
動
、

労
働
運
動
、
政
治
運
動
を
弾

圧
し
た
。
被
害
が
酷
い
栃
木

県
谷
中
村
は
廃
村
さ
れ
た

が
、
足
尾
鉱
山
に
設
置
し
た

排
煙
脱
硫
塔
の
脱
硫
効
率
は

僅
か
26
パ
ー
セ
ン
ト
し
か

な
い
う
え
、
間
も
な
く
廃
止 

 
前
原
外
相
は
、
政
治
資
金
規
正
法
が

禁
じ
る
外
国
人
か
ら
の
政
治
献
金
を

受
け
て
い
た
問
題
の
責
任
を
と
っ
て

３
月
６
日
、
辞
任
を
表
明
し
た
。
菅
政

権
の
主
要
閣
僚
の
辞
任
に
よ
っ
て
政

権
は
発
足
以
来
、
最
大
の
危
機
を
迎
え

た
。
前
原
氏
は
鳩
山
政
権
発
足
時
に
は 

 

１
月
21
日
、
静
岡
文
化
芸

術
大
学
理
事
で
あ
り
、
県
の

原
子
力
学
術
会
議
及
び
原

子
力
分
科
会
委
員
で
あ
る

興
（
お
き
）
直
孝
氏
の
、「
原

子
力
事
故
と
社
会
ー
こ
れ

ま
で
の
経
験
を
通
じ
て
ー
」

と
い
う
県
職
員
向
け
の
講

義
が
、
県
地
震
防
災
セ
ン
タ

ー
「
な
ま
ず
ホ
ー
ル
」
で
開

催
さ
れ
た
。
氏
に
よ
れ
ば
、

ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
発
事

故
以
前
に
は
、
防
災
対
策
に

つ
い
て
話
し
合
う
と
い
う

こ
と
は
タ
ブ
ー
で
あ
り
、
こ

Ａ 

先
の
駐
車
場
で
遺
体
と
な

っ
て
発
見
さ
れ
た
事
件
が

裁
判
に
な
っ
て
い
る
は
ず

で
あ
る
。
）
ま
た
、
大
金
を

注
ぎ
込
ん
で
失
敗
が
続
い

た
ア
メ
リ
カ
で
は
、
そ
の
デ

ー
タ
が
残
さ
れ
て
い
て
教

訓
に
な
っ
た
が
、
日
本
に
は

失
敗
を
デ
ー
タ
化
す
る
と

い
う
文
化
が
な
い
。 

未
知
の
領
域
で
は
失
敗
は

起
こ
り
う
る
も
の
と
す
る

社
会
的
認
識
の
醸
成
が
必

要
で
あ
り
、
失
敗
の
積
み
重

ね
か
ら
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
。

極
力
努
力
し
た
末
の
失
敗

な
ら
許
さ
れ
て
も
い
い
の

で
は
な
い
か
、
と
述
べ
ら
れ

た
。
し
か
し
こ
こ
で
話
さ
れ

て
い
る
の
は
、
一
般
的
な
失

 

 
 

│ 

広  

場 

│ 
 

大
統
領
退
陣
せ
よ
と
広
場
沸
く
地
に
伏
し
祈
る 

老
人
も
い
て 

 

古
バ
ケ
ツ
を
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
し
て
目
を
据
え
る 

 

聖
エ
ジ
プ
ト
の
男
の
ポ
オ
ト   

反
旗
か
か
げ
歴
史
が
変
わ
る
そ
の
夜
も
ナ
イ
ル 

は
大
き
く
静
か
に
流
れ
る 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

走
り
お
え
両
手
を
合
わ
せ
天
仰
ぐ
外
国
選
手
の 

聖
な
る
す
が
た 

│ 

横
浜
女
子
マ
ラ
ソ
ン
で
の
マ
リ
サ
・
バ
ロ
ス
選
手 

│ 

 

卒
業
期
教
師
ら
無
口
に
引
き
こ
も
る
東
京
高
裁 

都
築
判
決 

              

浅
野
和
子 

   

efefefefefefegef efefefefefefegef 

敗
で
は
な
く
、原
子
力
に
つ
い

て
の
失
敗
で
あ
る
。「
他
と
は

比
較
に
な
ら
な
い
被
害
が
起

き
る
」と
氏
も
認
識
さ
れ
て
い

る
の
に
、失
敗
の
積
み
重
ね
か

ら
学
べ
と
は
、 

被
害
を
受
け

る
側
に
対
し
て
あ
ま
り
に
も

非
情
で
は
な
か
ろ
う
か
。原
発

被
害
は
一
回
で
も
許
さ
れ
て

い
い
も
の
で
は
な
い
。 

「
国
民
と
の
合
意
形
成
が

な
い
と
原
子
力
は
長
続
き
し

な
い
」
と
も
述
べ
ら
れ
た
が
、

犠
牲
を
払
う
覚
悟
を
持
っ
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
か
。こ
れ
が
県
民
の
安

全
を
守
る
は
ず
の
県
職
員
向

け
の
講
義
だ
と
思
う
と
、背
筋

の
寒
く
な
る
１
日
だ
っ
た
。 

  

efefefefefefegef efefefefefefegef 

の
事
故
が
防
災
対
策
を
話

し
合
う
き
っ
か
け
に
な
っ

た
と
い
う
。 

「
も
ん
じ
ゅ
」
の
ナ
ト
リ

ウ
ム
漏
れ
事
故
以
前
は
「
想

定
外
」
と
い
う
こ
と
も
考
え

て
い
な
か
っ
た
そ
う
だ
。
こ

の
事
故
の
時
に
は
「
誤
認

知
」
が
「
誤
行
動
」
を
よ
び
、

そ
の
失
敗
を
隠
す
た
め
「
事

実
隠
蔽
」
が
起
こ
っ
た
と
い

う
。（ 

こ
の
時
原
燃
の
総
務

次
長
で
あ
り
、
情
報
隠
し
の

社
内
調
査
を
担
当
し
て
い

た
西
村
成
生
さ
ん
が
、
宿
泊

Ａ 

批
判
的
な
言
動
を
続
け
、
今

回
、
そ
れ
が
自
ら
に
降
り
か

か
る
格
好
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。 

 

こ
れ
ま
で
の
菅
政
権
の
迷

走
振
り
は
、
菅
首
相
自
身
の

性
格
や
傾
向
に
関
与
す
る
こ

と
が
多
い
。
菅
氏
は
、
昨
年

夏
の
参
議
院
選
を
前
に
し
た

突
然
の
消
費
税
増
税
発
言
以

来
、
ブ
レ
や
迷
走
が
目
立
ち
、

野
党
時
代
の
歯
切
れ
の
よ
さ

や
指
導
力
を
失
っ
た
。 

 

政
権
獲
得
前
は
小
沢
、
鳩

山
、
菅
の
３
人
に
よ
る
挙
党

一
致
の
ト
ロ
イ
カ
体
制
で
臨

み
、
２
０
０
９
年
の
政
権
交

代
を
実
現
し
た
。
し
か
し
、

政
権
獲
得
後
、
幹
事
長
に
就

任
し
た
小
沢
氏
に
対
し
て
秘

か
に
警
戒
感
と
対
抗
心
を
持

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

小
沢
氏
に
対
し
て
は
、
２

０
０
３
年
、
民
主
党
と
自
由

党
合
併
の
頃
か
ら
、
違
和
感

が
あ
り
、
前
年
に
は
合
併
は
、

菅
氏
等
に
よ
り
一
度
破
産
し

て
い
る
。 

 

鳩
山
政
権
時
代
、
菅
氏
は 

 

efefefefefefegef efefefefefefegef 

家
の
娘
さ
ん
が
自
宅
で
学
習

塾
を
や
っ
て
い
る
。
学
習
塾

の
宣
伝
で
、
Ａ
３
用
紙
程
度

の
大
き
さ
の
看
板
を
、
何
人

か
の
知
人
に
お
願
い
し
、
知

人
等
の
家
の
塀
に
何
年
も
前

か
ら
貼
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い

た
。 と

こ
ろ
が
、
最
近
、
市
役

所
か
ら
看
板
に
つ
い
て
の
通

知
が
届
い
て
読
ん
で
み
る

と
、
そ
れ
ら
の
看
板
が
無
届

出
で
、
屋
外
広
告
物
規
制
条

例
違
反
に
該
当
す
る
の
で
、

許
可
を
受
け
る
よ
う
に
と
の

こ
と
。
１
件
に
つ
き
１
３
０ 

 

０
円
を
手
数
料
と
し
て
徴
収

す
る
と
い
う
。 

娘
さ
ん
は
、
以
前
か
ら
、

看
板
は
出
し
て
い
た
が
、
こ

ん
な
通
知
が
来
た
の
は
初
め

て
だ
と
戸
惑
っ
て
い
た
。
知

り
合
い
は
、
企
業
な
ど
の
大

看
板
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
個 

   人
が
行
っ
て
い
る
学
習
塾
の

小
さ
な
看
板
で
、
し
か
も
、

相
手
の
家
の
許
可
を
得
て
貼

っ
て
い
る
も
の
。
憤
慨
し
、

役
所
の
担
当
課
に
電
話
し
て

条
例
に
つ
い
て
色
々
尋
ね
た

と
い
う
。 

市
担
当
者
の
説
明
で
は
、 

 

一
昨
年
、
多
く
の
国
民
の
期
待
を
受
け
て
民
主
党
へ
の「
政

権
交
代
」
が
実
現
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
期
待
が
１
年
を
待

た
ず
に
ガ
ラ
ガ
ラ
と
崩
れ
始
め
た
。
菅
政
権
は
、
鳩
山
政
権

以
上
に
醜
態
を
さ
ら
し
て
、
迷
走
の
あ
げ
く
、
な
り
ふ
り
構

わ
ず
政
権
に
し
が
み
つ
く
だ
け
と
な
っ
た
。
ま
た
、
政
権
中

枢
の
前
原
外
相
ま
で
も
が
辞
任
に
追
い
込
ま
れ
た
。 

破滅に突き進む菅政権 
――手のつけられない末期的病状―― 

 みしま・源氏物語を読む会 
と  き： 毎月第１・３月曜日（月２回）  

午前 10 時 15 分～１１時 45 分       
 ところ： 三島商工会議所・会議室 
 内 容：『源氏物語』 使用テキスト・角川文庫    
 会 費： 月 2000 円 （テキスト・資料代･講師料等含む）

＊使用テキスト等は会で用意します。 

問い合わせ： 『源氏物語を読む会』 055－972-4953  

国
交
大
臣
、
菅
政
権
で
外
務
大
臣
と
な

っ
た
。
こ
れ
ま
で
尖
閣
諸
島
で
の
中
国

漁
船
拿
捕
事
件
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
は
積
極
的

参
加
推
進
を
行
う
な
ど
、
菅
政
権
内
で

新
自
由
主
義
政
策
を
進
め
て
き
た
。
Ａ 

ま
た
、
代
表
選
で
菅
首
相
と
対
立
し

た
小
沢
一
郎
元
代
表
に
対
し
て
は
、

「
政
治
と
金
の
問
題
」
で
、
以
前
か
ら 

と
。
知
り
合
い
は
、
今
回
の

市
の
や
り
方
に
つ
い
て
、
10

数
年
も
前
か
ら
放
置
し
て
お

き
な
が
ら
、
突
然
指
導
を
始

め
た
の
は
何
故
か
。
ま
た
、

指
導
文
書
は
該
当
す
る
全
て

に
出
さ
れ
て
い
る
の
か
。
美

観
・
景
観
か
ら
は
公
職
選
挙

法
で
許
可
さ
れ
た
以
外
の
選

挙
ポ
ス
タ
ー
等
が
野
放
し

で
、
市
長
選
の
も
の
が
未
だ

に
放
置
さ
れ
て
お
り
、
豊
岡

市
長
の
も
の
も
見
ら
れ
る
。

そ
れ
ら
に
つ
い
て
指
導
し
た

の
か
質
し
た
。 

市
の
回
答
は
、
今
年
度
、
緊

急
雇
用
対
策
で
臨
時
職
員
配

置
の
予
算
が
つ
い
た
の
で
実

施
し
た
。
指
導
文
書
は
随
時
送 

 

っ
て
い
る
の
で
未
送
の
者
も

あ
る
。
今
回
、
市
側
が
調
査
し

た
件
数
は
、
２
月
21
日
現
在

で
、
お
お
よ
そ
２
７
０
０
件
、

未
申
請
で
通
知
を
送
付
し
た

件
数
は
２
５
０
件
、
そ
の
う
ち

申
請
し
た
件
数
は
50
件
と
い

う
。
選
挙
ポ
ス
タ
ー
等
は
選
管

と
連
携
し
て
調
査
を
進
め
た

い
と
の
こ
と
。 

 

色
々
聞
い
て
み
る
と
、
看
板

の
内
容
で
許
可
・
不
許
可
は
無

く
、
安
全
な
設
置
方
法
と
手
数

料
徴
収
が
主
な
目
的
の
よ
う

だ
。
本
来
、
景
観
を
保
つ
た
め

の
条
例
で
あ
る
は
ず
が
、
手
数

料
徴
収
が
目
的
と
な
る
と
、
余

り
に
、
悪
代
官
的
手
法
で
は
な

い
か
。 

 

 

 

あ
る
知
り
合

い
か
ら
聞
い
た

話
だ
が
、
そ
の

屋
外
広
告
物
法
は
昭
和
24

年
に
、
静
岡
県
屋
外
広
告
物

条
例
は
昭
和
49
年
に
制
定

さ
れ
た
。
現
在
の
よ
う
に
三

島
市
で
屋
外
広
告
物
に
関
す

る
業
務
を
取
り
扱
う
よ
う
に

な
っ
た
の
は
平
成
11
年
か

ら
で
、
そ
れ
ま
で
は
静
岡
県 

   

が
取
り
扱
う
業
務
で
、
権
限

が
県
か
ら
市
に
委
譲
さ
れ

た
。
規
制
す
る
広
告
物
の
大

き
さ
は
関
係
な
く
、
自
分
の

家
の
壁
や
塀
等
は
対
象
外
だ

が
、
例
え
許
可
が
あ
っ
て
も

自
宅
以
外
の
、
知
人
の
塀
や

壁
で
も
規
制
対
象
と
の
こ

と
。 

 

「北
沢
の
亜
鉛
電
解
鉱
業
会
社
の 

鉱
毒
事
件
」冊
子
紹
介 

             
 

悪
代
官
的
手
法 

屋
外
広
告
物
規
制
を
問
う
！ 

三
島
自
然
を
守
る
会
の
大

沼
倶
夫
氏
が
「
北
沢
の
亜
鉛

電
解
鉱
業
会
社
の
鉱
毒
事

件
」（
B5
判
16
頁
）
を
発
行

し
た
。
冊
子
は
亜
鉛
製
錬
の

歴
史
か
ら
閉
鎖
ま
で
の
14

項
目
と
資
料
及
び
年
表
か
ら

な
る
。 

明
治
政
府
は
、
主
要
な
金

属
鉱
山
を
ほ
と
ん
ど
国
有
化

し
た
が
経
営
難
か
ら
三
井
、

三
菱
な
ど
に
払
下
げ
た
。
こ

れ
ら
大
鉱
業
資
本
は
三
井
・

三
菱
・
住
友
・
日
立
・
古
河
・

藤
田
の
六
大
財
閥
を
形
成

し
、
富
国
強
兵
・
殖
産
興
業

政
策
の
も
と
で
繁
栄
し
た
。

し
か
し
、
周
辺
に
深
刻
な
鉱

害
を
及
ぼ
し
、
農
民
と
会
社

が
激
し
く
対
立
し
た
い
わ
ゆ

る
足
尾
・
別
子
・
小
坂
・
日 

 

「
副
総
理
」
格
で
入
閣
し
、
国

家
戦
略
相
と
し
て
予
算
編
成

の
「
司
令
塔
」
の
役
割
を
担
っ

た
が
十
分
機
能
し
な
か
っ
た
。 

ま
た
、
鳩
山
首
相
が
普
天
間
基

地
移
設
問
題
で
揺
れ
て
い
る

時
、
一
歩
退
い
て
岡
田
氏
等
と

傍
観
し
て
い
た
。 

 

鳩
山
首
相
が
政
権
を
投
げ

出
す
と
、
い
ち
早
く
次
期
政
権

の
意
欲
を
見
せ
、
昨
年
、
６
月

４
日
の
代
表
選
で
勝
利
し
た
。 

「
政
治
と
金
」
の
問
題
で
マ

ス
コ
ミ
か
ら
叩
か
れ
る
小
沢

一
郎
と
は
一
線
を
画
し
、
枝

野
、
仙
谷
、
前
原
、
岡
田
氏
等

と
脱
小
沢
路
線
を
強
め
て
行

っ
た
。
ま
た
、
〝
脱
小
沢
〟
路

線
は
、
〝
小
沢
派
〟
と
の
政
策

的
な
路
線
対
立
で
も
あ
っ
た
。 

小
沢
氏
の
敷
い
た
「
国
民
の

生
活
が
第
一
」「
官
僚
主
導
か

ら
政
治
主
導
」
「
対
等
な
日
米

関
係
」
か
ら
決
別
し
、
前
原
・

仙
石
グ
ル
ー
プ
の
「
対
米
従

属
・
新
自
由
主
義
路
線
」
へ
と

舵
を
切
っ
た
。
９
月
14
日
の

民
主
党
代
表
選
で
は
、
小
沢
氏

と
激
し
く
争
い
勝
利
し
た
。 

 

 

そ
の
後
、
菅
政
権
は
尖
閣
列

島
、
北
方
領
土
等
の
外
交
問
題

で
の
失
政
や
、
検
察
審
査
会
に

よ
る
小
沢
氏
の
強
制
起
訴
に

Ａ 

さ
れ
た
よ
う
な
代
物
だ
っ

た
。
１
９
１
０
年
頃
，
大
阪

市
周
辺
部
に
展
開
し
始
め
た

化
学
工
業
会
社
の
有
毒
ガ
ス

や
有
毒
汚
水
が
農
漁
業
に
深

刻
な
被
害
を
与
え
た
。
農
漁

民
は
大
阪
ア
ル
カ
リ
会
社
に

損
害
賠
償
を
求
め
て
提
訴
し

た
。
大
審
院
は
「
事
業
か
ら

生
ず
る
か
も
知
れ
な
い
損
失

を
予
防
す
る
た
め
に
相
当
の

設
備
を
施
し
た
以
上
は
、
他

人
に
損
害
を
被
ら
せ
て
も
故

意
過
失
が
な
い
」
と
会
社
擁

護
の
審
判
を
く
だ
し
た
。
こ

こ
に
産
業
保
護
が
法
律
的
に

も
確
立
し
た
。
こ
の
頃
、
北

沢
の
亜
鉛
電
解
鉱
業
会
社
は

創
立
さ
れ
た
。
周
辺
農
民
は

操
業
開
始
１
年
前
か
ら
激
し

く
反
対
運
動
を
展
開
し
た
。 

農
民
が
指
摘
し
た
と
お

り
、
翌
年
の
操
業
開
始
日
に

鉱
毒
事
件
が
起
き
た
。
魚
や

蚕
が
死
に
、
農
作
物
が
枯
死

し
、
松
・
杉
・
竹
が
被
害
を

受
け
た
。
農
民
は
郡
役
所
や

警
察
署
に
申
し
入
れ
た
。
近

隣
の
村
長
や
議
会
、
駿
河
湾 

原
発
は
い
ら
な
い
（
26
） 

「静
岡
県
職
員
向
け
の
講
義
」 

み
し
ま
原
発
を
学
ぶ
会 

 

の
漁
業
組
合
と
漁
民
も
闘
っ

た
。
そ
れ
で
も
鉱
毒
被
害
は

更
に
拡
大
し
た
の
で
、
堪
り

か
ね
た
農
民
は
、
遂
に
握
飯

を
持
参
し
て
工
場
周
辺
に
集

結
し
、
守
衛
を
袋
叩
き
に
し

た
。
警
察
官
が
慰
撫
す
る
丸

一
日
の
大
騒
動
に
な
っ
た
。 

静
岡
民
友
新
聞
や
東
京
日

日
新
聞
の
記
事
、
大
審
院
判 

対
す
る
処
分
に
反
発
し
た
小

沢
派
の
反
旗
と
会
派
離
脱
で
、

益
々
窮
地
に
陥
っ
て
、
総
辞
職

か
解
散
が
迫
っ
て
い
る
。 

 
 

第３２７回例会    伊豆市民劇場 

「親の顔が観たい」 
都内カトリック系私立女子中学校会議室。「イ 
ジメで自殺」した生徒の死をめぐって集まっ 
た保護者、校長・教頭・担任教師たち。 
･･･現場の教師の目を通して、イジメ問題を真 
っ向から鋭く描き出した問題作。 
作／畑沢聖吾／演出：黒岩亮 
出演：西本裕行／宮本充 

■開催日：2011年３月３０日（月） 

■時間：開演 18：30 
■会場：三島市民文化会館大ホール 

料金：会費制・入会金 2,000 円 
会費 3,000 円／学生 1,300 円 
TEL：055-975-5455 
FAX：055-981-3422 

三島自然を守る会  
学習会のご案内 

３月２７日（日）午後１時半より

生涯学習センター5 階 
 第 1、第 2、第 4 研修室 
  （4 室を繋げて一部屋にする） 

ミシマサイコ学習会 
ミシマサイコの利用と効果効能  

講師：石井英貴さん（筑波大大学院） 

当日は薬草の種配布３００円 

（問合せ）大沼（９７１－４９３６） 
三島自然を守る会 988-1926 

世界の宝「憲法９条」を守り活かそう 

新聞への意見広告にご協力を 
４月30 日号に、読売新聞(静岡版 15 段１面)に、次のような 
意見広告を出します。｢ありがとう憲法 9 条｣｢これからも戦争 
しない国に‥・｣｢憲法 9 条こそ戦争の抑止力｣以上の主旨に 
ご賛同の方は、あなたのお名前とその費用(1 口 500 円)のご 
協力を心からお願いします。なお、領収書は、当日の広告を 
もって代えさせて頂きます。 

｢憲法 9条を守る｣みしま市民連絡会 
９条の会静岡県東部連絡会 
神田健夫 TEL：921-7755 

演題：日米同盟、憲法９条、あなたはどう考える 
 第一部：講演：天木直人（さらば日米同盟！） 
         ：潮匡人 （日米同盟を強化せよ！） 
 第二部：討論 天木直人 ＶＳ 潮匡人 
 日 時：３月１２日（土） 
    午後１２時４５分開場 
    第一部 １３：１５－１４－１５ 
    第二部 １４：２０－１６：２０ 
 場所 文京区民センター 
 主催・申し込み先 士気の集い 
 電話：０９０－３４５０－１９５１ 
 メール：morale_meeting@yahoo.co.jp 
  ３月１０日２３時までに電話もしくはメールで申し込み受付 

憔悴しきった菅首相 


